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この時を境に福島県民の生活と意識は一変しました。 

あれから３年。 

いちおうの落ち着きをみた今、あの原発事故が発生した時のことを振り返って

みると薬剤師として様々な思いが込み上げてきます。避難者や地域の人々から寄

せられた放射線に関する質問に、的確に応えられただろうか？大学で「放射線化

学」の授業を受けた記憶はあるが、その知識は充分に生かされていただろうか…？ 

 

40 年という廃炉への道程は長く険しいものと推測されます。 

これから先も福島県民は、いやおうなしに原発事故とつき合い、向かい合って

いかなければなりません。 

だから「放射線を正しく知って、自ら考え、判断できる力をつける」ことが肝

要だと考えます。 

薬剤師のもつ学術特性と資質を生かし、もう一度知識を整理し、県民に正しい

情報を伝えていくことは、福島に住む私たち薬剤師の責務です。 

そのために、福島県薬剤師会では、全国に先駆けて「放射線ファーマシスト」

を養成することにしました。 

これには、初級・中級・上級の３段階を設け、この初級編は、小・中・高校の

学校薬剤師が担当校において活動する際、最低限知っていなければならない内容

になっています。 

学校薬剤師はもとより、ひとりでも多くの薬剤師がこの初級編で放射線に関す

る知識の確認をしていただきたいと思います。 

 

続いて発刊する中級編は、薬剤師として知っておきたい「放射線の知識」、「被

ばく線量の評価」、「人体への影響」、「放射線に関する薬剤」、「安定ヨウ素剤の調

製」、「福島の現状」等について、テキストを作成します。 

 

また、上級編ではさらに知識を深めるために、専門家に執筆の協力を依頼して

おります。 

これからも中級・上級と研鑚を重ね、薬剤師として県民の健康に寄与し、福島

の復興に貢献していただきたいと思います。 

 

福島県薬剤師会 

放射線ファーマシスト委員会 

委員長 宗形 明子 



































































③退避と避難の考え方 

放射性物質を扱う施設で事故が起こり、周辺への影響が心配される時には、市役所、町

や村の役場、あるいは県や国から避難などの指示が出される。 
 周辺のデマなどに惑わされず、混乱しないようにすることが大切である。 
 テレビやラジオなどで正確な情報を得ること、落ち着いて行動することが大切である。 
 事故後の状況に応じて、指示の内容も変わってくるので注意が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

退避と避難は、どちらも放射性物質から身を守ることであり、「退避」は家や指定された建物の中に

入ること、「避難」は家や指定された建物などからも離れて別の場所に移ることである。 
 
④避難勧告となる２０ミリシーベルトの考え方 
 ICRP は、緊急時の被ばく状況において、放射性物質により汚染された食品の摂取の制限

などに伴う健康リスクと被ばくによるリスクを考慮して、放射線防護の基準値を年間２０

～１００ミリシーベルトとしている。 

 東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故では、緊急時としてその基準の中で最も低

い値である２０ミリシ－ベルトが採用されている。将来的には、年間１ミリシーベルト以

下まで戻すことを目標として様々な方策により「合理的に達成できる限り低い」被ばく線

量を目指している。 

 この基準は、ICRP の勧告を基に原子力安全委員会の助言を得て定められている。 

 
１．緊急事態期 

事故による被ばく量が２０～１００ミリシーベルトを超えないようにする。この段

階では、遠くの安全な場所へ避難したり、飲料水や食品についての放射線測定を徹底

したりすることなどにより、被ばく量の低減に努める。 
 
２．事故収束後の復旧期 

年間１～２０ミリシーベルトを超えないようにする。この段階では、学校や住宅周

辺の汚染された土壌の処理を行ったり、規制値を超える食品などが市場に出回らない

よう監視を継続したりすることなどにより、被ばく量の低減に努める。 
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放射線量の目安（ICRP） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典：（独）放射線医学総合研究所「放射線被ばくに関する基礎知識 第６報」） 

 
（注）東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故直後に政府は、半径 20 キロ

メートル圏内の住民に対して避難を指示し、さらに事故発生から１年の期間内に

積算線量が 20 ミリシーベルトに達する恐れのある区域に住む方々に対し別の

場所への計画的避難を指示している。「食品流通管理」では、規制値を超える放

射性物質が検出された食品が発見された場合には、その出荷や摂取の制限が行わ

れた。そして「環境回復など」では、今後、モニタリングの結果も踏まえて、必

要に応じて土壌の除染などの措置を取り、避難先からの帰還を検討する見通しと

なっている。 

 

⑤放射線の規制値 

 我が国における放射線被ばくの規制は、国際放射線防護委員会（ICRP）の勧告に基づい

て制定され、公衆の被ばくは、年間 1 ミリシーベルトを超えないように原子力発電所、病

院、工場などの事業所ごとに事業所の境界での線量限度が決められている。この線量限度

は、適切な施設の設計や防護の計画を立て、認可された条件の下での規制値であり、これ

らの限度を超えれば、健康影響が現れるというような安全と危険の境界を示すものではな

い。 

 今回の東京電力（株）福島第一原子力発電所事故のように、環境中に放出された放射性

物質による被ばくは、計画被ばく状況での規制された線源からの被ばくと違い、計画的な

防護ができない状況であるので上述の年間 1 ミリシーベルトという線量限度は適用されず、

緊急事態期や事故収束後の復旧期の参考レベルという制限値を用いて防護する。参考レベ

ルとは、その値を超えるような場合に必ず避難や除染のような線量低減の防護措置を取る

ように設定する制限値である。しかし ICRP は、この防護措置について過大な費用と人員を

掛けることなく、経済的、社会的に見て、合理的に達成できる限りにおいて行うべきであ

ると述べている。 
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放射性物質がなくなるまでの期間はどのくらい？ 

１ 半減期 

放射性物質は、決まったエネルギーの放射線を放出する。 

 放射性物質が放射線を出すことによって、その量が半分になる時間を物理学的半減期と

いう。例えば、セシウム 137 の物理学的半減期は 30 年であり、30 年たてば元の量の半

分になる。 

 これに対して、体内に取り込まれた放射性物質が代謝・排泄によって体外に排出され、

取り込んだ量が半分になるまでの時間を表すには、生物学的半減期が用いられる。 

 物理学的半減期（Tp）と生物学的半減期（Tb）の両方が関与し、体内の実際の放射性物

質の量が半分になるまでに要する時間を実効半減期（Te）といい、以下の関係式から求め

ることができる。 

 

 

 

 

 体内に放射性物質が取り込まれた場合、例えば、ヨウ素 131 は、物理学的半減期は 8

日であり体内に入ったうちの 70％はすぐに尿から排出されるが、残りの 30％は甲状腺に

取り込まれ、その生物学的半減期は 80 日となるため、実効半減期は約 7 日程度となる。

また、セシウム 137 は物理学的半減期は 30 年であり、生物学的半減期は、約 100 日（全

身の筋肉に分布）、実効半減期も同様に約 100 日である。一方、ストロンチウムは、人体

内で複雑な分布をして約 70％は全身に広がり、100 日ほどたてばほとんどが排泄される

が、約 30％は骨に移行して生物学的半減期は非常に長くなる（ICRP publication67，

1993）。 

これらの生物学的半減期は、成人の値であり、乳児や子どもは、代謝が早いので成人の

値より短くなる。 

 なお、自然放射線であっても人工放射線であっても、受ける放射線量が同じであれば人

体への影響の度合いは同じである。 

 

 

◆セシウム（Cs）137   ◆ヨウ素（I）131 の     ◆ストロンチウム（Sr）90 

の壊変（崩壊）      の壊変（崩壊）     の壊変（崩壊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＭｅＶ 

          Ｍ：１０６  

          ｅＶ：１個の電子が１Ｖの電位差の間で加速される時に得るエネルギーを表す。 
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（出典：（一財）日本原子力文化振興財団「原子力・エネルギー図面集 2014」）
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２ 放射性物質の除染 

 放射性物質からでる放射線量は、時間とともに自然に減っていくが、長い時間がかかる。

放射性物質そのものを取り除くことを「除染」という。 

 除染は次のような 3 つの考え⽅を組み合わせて⾏う。 

 
１ 放射性物質を「取り除く」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

放射性物質が付着している土や草木などを取りのぞく。 
コンクリートの床など除去が難しい場合、水による高圧洗浄を行う場合もある。 

 
２ 放射線を「さえぎる」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
取りのぞいた土や草木などは、丈夫な袋に入れ密封。 
土やコンクリートで囲むことで周囲への放射線の影響をさえぎり、被ばくのリスクを

抑える。 
 

３ 住んでいる場所から「遠ざける」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

放射線の影響は距離が離れるほど弱まる。 
除染した放射性物質を管理する仮置場は、人の住む建物から距離をとって設置。みだ

りに人が入らないように囲いを設け、安全に管理する。 

（出典：環境省「調べてなっとくノート ホウシャ線ってなんだろう!?」） 
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（平成 26 年 12 月 18 日 一部訂正） 



出 典 

小学生のための放射線副読本 放射線について考えてみよう 

小学生のための放射線副読本 放射線について考えてみよう 解説編【教師用】 

中学生のための放射線副読本 知ることから始めよう放射線のいろいろ 

中学生のための放射線副読本 知ることから始めよう放射線のいろいろ 解説編【教師用】 

高校生のための放射線副読本 知っておきたい放射線のこと 

高校生のための放射線副読本 知っておきたい放射線のこと 解説編【教師用】 

著作・編集／文部科学省 放射線等に関する副読本作成委員会 

調べてなっとくノート ホウシャ線ってなんだろう!?／環境省 

放射線の影響がわかる本／公益財団法人放射線影響協会 

原子力・エネルギー図面集 2013／一般財団法人日本原子力文化振興財団 

原子力・エネルギー図面集 2014／一般財団法人日本原子力文化振興財団 

原子力総合パンフレット 2013／一般財団法人日本原子力文化振興財団 

放射線被ばくに関する基礎知識 第６報／独立行政法人放射線医学総合研究所 

放射線の豆知識 暮らしの中の放射線（2005 年）／高エネルギー加速器研究機構 

放射線化学センター 

生活環境放射線（1992 年）／公益財団法人原子力安全研究会 

新版 生活環境放射線（2001 年）／公益財団法人原子力安全研究会 

原子放射線の影響に関する国連科学委員会（UNSCEAR）2008 年報告書 

ICRP Publication 103，2007 

独立行政法人国立がん研究センター 
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